
特集

耳管診療の手引き
基本から最新治療まで

　耳管は成人では 35～40 mm の長さの管腔器官であり，鼓室と上咽頭をつないでいる。
耳管骨部は側頭骨内の骨性管腔構造で，側頭骨を出た耳管は耳管軟骨部となり，頭蓋底を
走行し，上咽頭の耳管咽頭孔に開口する。耳管鼓室口は鼓室を開放すれば確認でき，耳管
咽頭孔は鼻腔からの内視鏡で観察可能であるが，その全体を手術的に明視下におくことは
困難であり，まさにno man’s landともいえる器官である。耳管は音を効率的に中耳から
内耳に伝えるために機能する器官であり，鼓室内圧が外気圧と同じになるように日常的に
機能している。昨今の住環境・移動手段の変化によって，高層住居のエレベータ移動や新
幹線・飛行機での移動など，外気圧の急激な変化に曝されることが多くなっていることか
らも，耳管の果たす役割は重要になってきているといえる。
　耳管疾患としては耳管狭窄症と耳管開放症が代表であり，特に耳管狭窄症は古くから知
られており，Politzer 法や Valsalva 法による治療が行われてきた。Politzer や Valsalva
の時代から問題となってきた疾患であるといえる。一方で耳管開放症は比較的新しい疾患
概念であり，日本耳科学会による耳管機能検査マニュアル（2004 年初版，2016 年改訂）

および耳管開放症診断基準案 2016 が作成され，新しい疾患概念として定着している。な
お，耳管狭窄症に対するバルーン耳管開大法などの新しい治療法に対応するために，耳管
狭窄症診断基準 2018 も作成されているように，耳管を取り巻く問題は急速に，かつ新し
く展開しているといえる。
　本特集では，このように注目されている耳管について，その解剖と生理から，耳管機能
検査，耳管画像検査，耳管狭窄症と耳管開放症の病態と診断・治療，中耳手術における耳
管機能の重要性，診断・治療の難しい耳管疾患までコンパクトに網羅しており，通読する
だけで耳管疾患の最新情報を得ることができる。本特集によって時代の変化とともに重要
となっている耳管機能と耳管疾患に精通していただければ幸いである。
　最後に，豊富な臨床経験をもとに本特集の原稿をまとめていただきました執筆者の皆様
に心から感謝申し上げます。

小川　郁（慶應義塾大学医学部耳鼻咽喉科学教室）
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